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抄　録：琴引浜の海洋ごみ問題から持続可能な地域社会を考えるための体験的学習プログラムを検討した。

現地で体験的に学習することによって，海洋ごみ問題だけではなく，環境の成り立ちについて複合的，総

合的に体得し，持続可能な地域社会について深く考える機会をつくることができると期待される。
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Ⅰ．はじめに

　人間の過剰な活動によって，自然環境は破壊され，生物多様性が失われ，多数の種が絶滅に瀕

している。地球において過去 5 回あったとされる絶滅期から，第 6 の絶滅期が迫っているとも言

われている。こうした地球規模の課題に対する国際的な議論や取組が求められる中，2015 年の国

連総会で開催された国連持続可能な開発サミットで，「我々の世界を変革する：持続可能な開発の

ための 2030 アジェンダ」が採択され，国際社会全体の開発目標として相互に密接に関連した 17
の目標と 169 のターゲットから成る「持続可能な開発目標（SDGs）」が掲げられた。

　人間活動による自然破壊やそれに伴う生活環境の再構築について，再考する時期に来ている（環

境省，2020）。2019 年の G20 大阪サミットでは海洋プラスチックごみの問題が取り上げられ，

2020 年にはプラスチックごみの減量対策として，レジ袋の有料化が始まった。このことは身近な

生活デザインが地球規模の問題に及んでいることがよくわかる事例である。太平洋上の島には，

日本語が書かれたごみもみつかっており，太平洋を循環する海流に乗って，あらゆる国からプラ

スチックが流れ着いているという。また，日本の海岸にもさまざまな国のごみが漂着しており，

地域社会の生活を脅かしている。そこで，地域社会だけでは解決することのできない問題について，

当事者意識をもって深く考える機会をつくることをねらって，現地で海岸の成り立ちやその状況，

漂着物について体験的に学習するプログラムを検討した。
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Ⅱ．琴引浜から考える海洋ごみ問題

　琴引浜は，鳴き砂で美しい浜として古くから有名で天然記念物・名勝に指定され，近年は山陰

海岸ジオパークとしてその特異な地理が注目されている。しかし一方で，漂着ごみ問題は深刻化

しており，ボランティア等によるごみ拾いによって美しい浜が保たれているという現状がある。

そこで，ここでは京都府北部地域からこの環境問題について発信し，教育現場で共に考える機会

を拡げることについて考察したい。琴引浜における海洋ごみ問題を発信して，共に考える端緒と

なるよう制作した Web 講義について紹介し，Web 講義からどのようなプログラムを展開できる

のか検討することとする。

　Web 講義は，京都教育大学教育創生リージョナルセンター機構教職キャリア高度化センターに

よる「先生を“究める”Web 講義」事業の一環として制作されたものである。この事業は，現職

教員の自己研鑽や教員免許状更新講習（反転型）など新しい時代の教員研修として貢献すること

が期待されている。

　琴引浜における海洋ごみの実態やそこでの活動を通して，さまざまな問題を見ることができる。

特定の教科にこだわらず，あらゆる立場から，そこに潜む問題や問題解決の道を考える糸口とな

ることを願って制作した「琴引浜から考える海洋ごみ問題」という Web 講義を紹介する。

2.1　プロローグ

　この Web 講義の収録が行われた 2019 年は，大阪で G20 サミットが開催され，海洋ごみ問題が

重要な議題となり注目を集めた。琴引浜でも漂着ごみ問題は深刻化しているが，地元の方々によ

る清掃活動等によって美しい浜が保たれている。また，ここでの活動や研究成果は，琴引浜鳴き

砂文化館や琴引浜ネイチャークラブハウスで展示されており，来館し視聴することで詳細を知る

ことができる。収録を行った琴引浜ネイチャークラブハウスは，長年にわたり琴引浜の漂着物に

ついて調査した安松が，琴引浜の素晴らしさを知る，自然の楽しさにふれる，環境問題について

考える場となることを願って，2006 年に設立した私設博物館である（安松，2018）。
　琴引浜の漂着物からは“Think Globally, Act Locally.”という言葉の意味がよく理解できる。

図 1 は琴引浜の夏と冬の写真である。夏と冬で浜の様子はどのように異なるのか，また，なぜこ

のような違いがあるのか，その答えを Web 講義から考えることによって，海洋ごみ問題には，暮

らしや社会システム，海流や季節風等さまざまなことが関係していることを確認してほしい。

　　　  図 1-1　琴引浜（2019.9.7，延原撮影）　　　　    図 1-2　琴引浜（出典：琴引浜通信，2019.1.27）
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図 2　浮き玉（出典：安松，2014）

2.2　琴引浜の漂着物

　日本海側は，夏と冬で様子が異なる。夏は対馬海流が大量に熱を運んでくるが，冬は大陸から

北西の季節風が吹き込む。日本列島は季節によって様子が変化するが，特に日本海側の土地とい

うのは北西からの季節風によっていろいろなものが流れ着くという特徴がある。それに対して太

平洋側にはその影響がないので，漂着の様子も異なるのである。

2.2.1　浮き玉

　浜にはさまざまなものが流れ着くが，心に

ロマンを呼び起こすようなものも流れ着く。

その代表が浮き玉（ガラス玉）である（図 2）。
元は漁業用の浮き玉であったが，残念ながら，

プラスチック製の浮き玉に移行していて入手

しにくくなっていて，今ではオブジェやイン

テリアとして使われている。したがって，か

なり貴重なものになってきていて，最近はな

かなか見つからなくなっている。このように

流れ着くとワクワクするロマン系漂着物があ

る。

2.2.2　自然からの贈り物

　琴引浜にもココヤシが流れ着く（図 3）。しかし，流れ着くまでには長い距離があるから，いろ

いろな動物がくっついて，穴をあけたりしている。日本海側や近畿地方では，縄文時代や弥生時

代の遺跡からココヤシ製の容器が出土されている（滋賀県埋蔵文化センター，2009）。ココヤシ

は熱帯地方原産であり，当時の日本には自生が確認されていないことから，どこからどのように

もたらされたのか想像することの面白さがある。

　波打ち際に海藻といっしょに漂着することから「藻玉」と呼ばれるようになったモダマ（図 4）
も漂着している。モダマは熱帯，亜熱帯地方に生息するマメ科常緑植物で，海流に乗って移動し

てきたのである。こうしてモダマは分布を広げようとしているわけだが，近年は海岸や河口域の

開発によって，モダマの自生地が破壊され，種子が発芽できる場所も減少しており，環境省は，

モダマをごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いものとして，絶滅危惧ⅠA類

（CR）としている。そういう意味でもこの漂着物は貴重になっているといえる。

　　　   図 3　ココヤシ（出典：安松，2014））　　　　  　　　　 図 4　モダマ（出典：琴引浜通信）
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図 5-1　漂着した注射器

（琴引浜ネイチャークラブハウス展示，2019.9.7 延原撮影）

図 5-2　漂着した血液入りの注射器

（出典：琴引浜通信，2005.8.16）

2.2.3　流れ着いてほしくない漂着物

　浜に流れ着くものは，決してロマンチックなものばかりではなく，困ったものが流れ着いてい

るのが実態である。例えば，プラスチック製注射器はその代表といえるだろう（図 5-1）。安全の

ために，使い捨てのプラスチック製注射器が使われるようになり，このような医療系廃棄物が増

えている。これらが適正に処理されずに，漂着することも珍しくない。2005 年 8 月中旬から日本

海沿岸地域に大量の医療系廃棄物が漂着するという事案があり，図 5-2 はその時に漂着した注射

器である。血液が中に入っていて，後にこの血液に緑膿菌が含まれていたことがわかった。この

ような漂着物の背景には社会問題が関係している。2020 年は新型コロナ感染拡大に伴い，医療廃

棄物は急増している。医療廃棄物，感染性廃棄物を適切に処分することが強く求められる。

2.3　琴引浜での活動

2.3.1　漂着物調査

　安松は 1986 年から 2008 年まで，地学部顧問として高校生と琴引浜に漂着するプラスチックご

みの調査を続けてきた。高校生は，漂着物がどこから来たのか調べるために，軽くて持ち帰るこ

とができ，表示等から国が判別できる使い捨てライターに着目し，収集したライターを表示やマ

ークから流出国を分析し，分類を続けた（東山高等学校地学部，1996）。この使い捨てライター

を指標とした海岸漂着散乱ごみの流出地推定法は，藤枝（2003）によって「ディスポーザブルラ

イター分類マニュアル」としてまとめられ，全国の調査にも採用されている。

　図 6 は 2007 年の漂着ライターを季節ごとにパネル化したものである。3 月の漂着ライター数は

日本 12 個，韓国 37 個，中国 22 個，不明 22 個，7 月は日本 0 個，韓国 5 個，中国 1 個，不明 2 個，

10 月は日本 32 個，韓国 100 個，中国 54 個，不明 59 個，12 月は日本 37 個，韓国 74 個，中国

66 個，不明 65 個であった。琴引浜へは海流に乗って他国からの漂流ごみが漂着しやすいことが

わかる。夏は南風があり，漂流ごみは浜に漂着しにくいが，冬は北西の季節風によって漂流ごみ

が浜に吹き寄せられる（図 7）。このように季節風の影響で漂着ごみの状況は季節変化が大きい。

また，夏は海水浴シーズンで浜の掃除が頻繁に行われているという人間生活の季節変化も影響し

ている。人間生活の変化の影響は大きく，健康増進法が施行されて喫煙環境が制限されるように

なると，日本の使い捨てライターの漂着ごみの数が減っている。このことから人間生活やごみ処

理方法等から，海洋プラスチックごみ問題の解決の道を見ることできるといえる。
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図 6　漂着ライター（出典：安松，2014）

図 7　日本列島周辺の海流と風

（出典：環境省，平成29年度漂着ごみ対策総合検討業務海洋ごみ教材）

図 8　はだしのコンサートの入場券

（出典：琴引浜通信 2019.6.2）

2.3.2　はだしのコンサート

　琴引浜では毎年 6 月に「あなたの拾ったゴミが入場券」を合言葉に環境啓発のための「はだし

のコンサート」が開催されている。ごみを集めて，浜で音楽を楽しもうというイベントである。

1994 年から長年にわたり開催していて，地元の小学生や高校生も運営に関与し，青少年の環境意

識の育成にも貢献している。ここでは，最近はとくに浜の中の小さなプラスチック片を集める取

組みが行われている。地元 A 高校のボランティア部によって，拾い集めたプラスチック片は 10
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図 9　調査区画の設定 図 10　漂着物の収集

図 11　漂着物の分類 図 12　漂着物の計量と記録

（図 9 ～ 12：琴引浜鳴り砂を守る会主催の漂着ごみ調査の様子、2019.11.3 延原撮影）

個ずつまとめながら数を数えて，パネルに貼りつけ，コンサートの終わりに浜のごみについて報

告される（図 8）。2018 年の浜ごみの結果は，レジンペレット 1341 個，プラスチック片 3090 個

であった。琴引浜のようなきれいな浜でも 1 時間程でこれだけのごみを拾い集めることができる

というのが現状である。2019 年はレジンペレットとプラスチック片で約 1 万個にもなった。この

ごみの内容には，牡蠣の養殖に使っているパイプの破片，家庭で使う調味料のふたについている

プルトップ，注射用の薬瓶のふた等，人間の生活や産業に関わっているものを見ることができる。

これらのごみを減らすために工夫できることがあるのではないだろうか。また，プラスチックご

みはどんどん細かくなってマイクロプラスチックとなり，大量に漂流している。ここの浜だけの

問題ではないので，解決への道は容易ではなく深刻な問題である。

2.3.3　漂着ごみ調査

　琴引浜では毎年 11 月に琴引浜鳴り砂を守る会の主催で漂着物調査が行われている。ここでも地

元 A 高校ボランティア部が漂着ごみの集計や記録等を担っている。琴引浜での漂着物調査は次の

ように実施されている。まずは，調査する海岸の範囲を決定し，10m × 10m の調査区画を 3 箇

所設定する（図 9）。次に，漂着物を拾い集め（図 10），漂着物を分類する（図 11）。そして，分

別した漂着物を種類ごとに個数や重量を調べて記録する（図 12）。この調査方法は漂着物の調査

方法として定着し、（公財）環日本海環境協力センターの HP にも掲載されている。

　どんなごみがあったのか記録すると，海洋ごみ問題の実態について考える手掛かりがみつかる。

地域や海岸によってどこからどんなごみがどのくらい来ているのか，という実態は異なる。身近

な海岸がどうなっているのか実際に海岸で漂着物調査を続けると，どこからどんなごみがどのく

らい来ているのか，ごみが漂着しやすい海岸はどこか，季節によって変化するごみの量などがわ

かる。これは，海洋ごみ問題の具体的な解決への道を考えるための一歩となる。
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図 13　鳴き砂の顕微鏡写真 図 14　鳴かなくなった砂の顕微鏡写真

（図 13 ～ 14：Web 講義収録時の鳴き砂を使った実験、2019.11.23 田中撮影）

2.4　琴引浜の鳴き砂と周辺の自然環境

2.4.1　鳴き砂を使った実験

　琴引浜の砂を器に入れて棒でつくと，キュッキュと鳴らすことができる。器を大きいものから

小さいものまで用意すると，音階を楽しむこともできる。ここに灰を混ぜていくとだんだん音

が鈍くなり，鳴らなくなってしまう。地元中学生が考えた啓発標語に「鳴き砂も　灰と混ざれば　

ただの砂」がある。2001年に京丹後市（旧網野町）によって「美しいふるさとづくり条例」が制

定され，琴引浜では砂浜での喫煙，花火など鳴き砂に悪影響を与える行為が禁止されている。

2.4.2　琴引浜の砂

　琴引浜周辺の山は宮津花崗岩という花崗岩でできている。琴引浜の砂は，花崗岩が風化して，

そこから砂が供給されたと考えられる。花崗岩というのは非常に風化しやすい岩石で，その花崗

岩が風化をすると，真砂という砂に変わる。それが川砂として運ばれ，古砂丘砂という砂丘をつ

くるような砂に変わっていく。それがまた海岸に流されて洗われて，堆積して，それが波で削ら

れてさらに磨かれていき，海岸の鳴き砂というような砂になっていくという考え方がある。

　また，砂が鳴くのには花崗岩の構成鉱物が関わっている。宮津花崗岩の主な構成鉱物は雲母，

長石，石英である。長石や雲母はさらに風化することによって粘土に変わる。これらの粘土が堆

積すると陶器をつくる陶土層と呼ばれたりする。そして，もうひとつの石英は風化に非常に強く，

これは川に運ばれたり，波で削られたりしても，風化せずに砂に変化し，琴引浜の砂を構成して

いる。鳴き砂は背後の花崗岩の山からもたらされた主には石英という構成鉱物によって，鳴き砂

海岸がつくられているといえる。

2.4.3　顕微鏡による鳴き砂観察

　鳴き砂の砂を顕微鏡で観察すると鳴く砂と鳴かない砂の違いがわかる。図 13 は鳴く砂の顕微鏡

写真である。主に白く透明感のある石英という構成粒子でできていて，波に洗われ角が取れて表

面が丸くなっている。このように非常に円磨された石英が擦れあうことによって，鳴き砂はキュ

ッキュという音をたてている。図 14 は灰が混ざって鳴かなくなった鳴き砂の顕微鏡写真である。

矢印は灰の塊である。他の砂粒子表面にも細かな灰が付着している。これによって石英粒子が擦

れあうときに出る鳴き砂特有の音がしなくなるのである。鳴き砂を顕微鏡で観察することによっ

て，鳴き砂の原理を知ることができる。
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2.4.4　琴引浜周辺の自然環境

　琴引浜は山陰海岸ジオパークの一部であり，鳴き砂の浜として知られている。山陰海岸ジオパ

ークには日本海形成から現在にいたる様々な地形や地質が存在し，それらを背景とした生き物や

人々の暮らしにふれることができる。山陰海岸で獲れるカニが美味しいのも地形を含む自然環境

が関係している。琴引浜鳴き砂文化館は，海岸ジオパークのビジターセンターのひとつとして，

鳴き砂を接点として人と自然との関わりや海の環境保全について考え，学ぶことにできる施設で

ある。

　琴引浜では京都府絶滅危惧種に指定されているイソスミレやトキソウをはじめ，希少種の植物

をみることができる。自然環境に恵まれた琴引浜の砂からは，微小貝とよばれる小さな貝や高温

水晶をみつけることができる一方で，たくさんのプラスチックごみもみつけることができるのが

現状である。数年後，絶滅危惧種に指定されているイソスミレやトキソウはみつけることができ

るのだろうか。実際に現地を訪れて琴引浜の鳴き砂の感触を確かめ，周辺の豊かな自然環境を感

じながら，近未来の琴引浜の様子を想像することは，持続可能な社会を創造することにつながる

と考える。

2.5　海洋ごみ問題

　琴引浜における海洋ごみ問題は，理科や社会科，家庭科と関連づけて考えることができる。小

学 5 ～ 6 年生で学習する家庭科では，「環境に配慮した生活」について学習する際，ごみを減らす

工夫について取り上げる。ここでは，3R（スリー・アール）といわれる「リデュース・リユース・

リサイクル」や，地域の決まりに従って，ごみを分別して出すことの意味などについて学習する。

ごみが社会の中でどのように処理されているのかについては，小学 4 年生の社会科で「人々の健

康や生活環境を支える事業」について学習する際，取り上げられる。理科では，小学 6 年生，「B（3）
生物と環境」で学習する，生物は周囲の環境と関わって生きていることや，人は環境と関わり工

夫して生活していることと関連させて，また，琴引浜の鳴き砂からは「B（4）土地のつくりと変

化」と関連させた体験的学習もできる。琴引浜ではさまざまな条件が整って鳴き砂が鳴くことや，

周辺には貴重な自然環境があるということも海洋ごみ問題を考えるうえでは重要である。その他

にも，「季節によって琴引浜の漂着物の様子が違うのはなぜか？」という問いには，理科や社会科

で学習する海流や季節風が関係しているし，家庭科では季節による暮らしの変化を扱うが，夏は

海水浴シーズンなので，清掃活動が頻繁に行われるという季節による生活の変化も浜の様子に関

係している。漂着ごみから，生き物，産業，歴史等さまざまなことについて考えることができる。

　琴引浜では，貴重な鳴き砂を守るため，地元の小中学生や高校生，住民やボランティアによる

清掃活動や漂着物調査が熱心に行われている。漂着物を調べるという体験的学習は，漂着物を知

るだけでなく，海洋ごみは地球規模で考えなければならない問題であるということ，人間の営み

が海洋ごみの状況に大きく関係していることを実感できる。

　漂着ごみの量がわかると，漂着ごみの回収・処分にかかる費用や処分場の容量など，処理のあ

り方について考えていかなければならないことに気づくことができる。2018 年に海岸漂着物処理

推進法の一部が改正され，その基本方針の変更が 2019 年 5 月に閣議決定された。漂流ごみ等の

処理についての条文が加わり，基本方針では，内陸から沿岸に渡る流域圏の関係主体が一体とな
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って対策を行うこととされている。持続可能な地域社会を創造するためには，自治体単位で完結

しない問題があるのである。

　2015 年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に掲げられ

た 17 の「持続可能な開発目標（SDGs）」から，この問題を考えると課題を整理することができ

る。SDGs の考え方で大切にしたいことは，17 ゴールの関係性である。さまざまな立場の人が，

SDGs のゴールを配置したマップをひろげて，ひとつの社会問題の解決が他の問題を引き起こし

ていないか，他の目標とのつながりを考えながら未来に向けて議論することが重要である。

　海洋ごみ問題は，目標 14（海の豊かさを守ろう）以外にも解決のためのシナリオに必要な目

標がある。地元の海から海産物が獲れなくなったとしたら，目標 2（飢餓をゼロに）と関連する。

目標 8（働きがいも経済成長も）や目標 9（産業と技術革新の基盤をつくろう）では，地元の海の

幸によるレジャーや観光，そして漁業が関連する。目標 11（住み続けられるまちづくりを）からは，

海の豊かさが失われたら住み続けたいと思えるまちであり続けられるのか考えさせられる。

　目標 12（つくる責任　つかう責任）は海洋ごみ問題と関係している。海洋ごみ問題には生活者

の選択が関わっているからである。例えば，家の中にどれだけのプラスチック製品があるか，また，

家庭から出す 1 週間のプラスチックごみを集めて分析してみるといい。家庭におけるプラスチッ

クの消費量がみえてくるに違いない。

　そして，目標 17（パートナーシップで目標を達成しよう）。海洋ごみは国境を越えて，漂流し

ている。「Think globally, act locally.」という言葉を紹介したが，浜の漂着ごみを収集してみ

ると，地元だけで解決することができないことや地球規模で考える必要があることを実感できる。

地域だけではなく，国，グローバルなレベルでのパートナーシップを必要とする。このように，

SDGs を用いると，世界はつながっていて，さまざまな立場から未来に向けて取り組むべき課題

が関連しあっていることを再認識できる。この問題は琴引浜だけではなく，他の海岸や川岸でも

見られる光景である。現場を実際に見て知ることは，問題解決に向かって考えるための重要な一

歩なのである。

Ⅲ．持続可能な地域社会のための体験的学習について

　最期に，琴引浜の海洋ごみ問題を取り上げた Web 講義をもとに，持続可能な地域社会のための

体験的学習の意義について考察したい。琴引浜では地元の努力もあり鳴き砂が守られているが，

海浜の汚染や海岸の開発によって，鳴き砂が消失した浜は少なくない。実際に現地を訪れて鳴き

砂の感触を確かめ，鳴かせてみると，砂はさまざまなことを気づかせてくれる。条件によって鳴

る音は異なり，なぜこの砂は鳴き，この砂は鳴かないのかという謎解きから，海岸の成り立ちや

ごみ問題を知ることができる。漂着ごみを実際に収集して分析すると，海流や季節風といった地

球の営みや人間生活の及ぼす影響がわかり，地域という単位で解決できない問題であることに気

づかされる。といっても誰もが自然に気づけるものではなく，これらに気づくためには，インタ

ープリテーション（単なる情報の提供でなく直接体験や教材を通し，事物や事象の背後にある意

味や関係を明らかにすることを目的とした教育活動）が求められる。

　気象エッセイストの倉嶋（2013）は，「黒曜石の思い出」というエッセイの中で，小学校 5 年

5958 京都教育大学環境教育研究年報第 29号 持続可能な地域社会のための体験的学習



生のときに担任の先生が校外の川や畑で石を拾い上げて語ったエピソードを紹介しており，「同じ

標本を博物館で見せられても，それほど感激しなかったに違いない。ふだんその上を飛んだり跳

ねたりしている河原や畑の石が，化石であり矢尻であると知ったのが，驚きであり喜びであった」

と述べている。

　平成 8 年 7 月の中央教育審議会（1996）の答申で「子どもたちに生活体験や自然体験などの体

験活動の機会を豊かにすることは極めて重要な課題」とされ，ヒト・モノや実社会に実際に触れ，

かかわり合う「直接体験」が重視されなければならないと，体験活動の意義が述べられている。

2020 年はコロナ禍によって遠隔授業が広がった。間接的・模擬的な体験では得られない直接体験

的に学習することの意義やインタープリテーションの役割を忘れないようにしたい。
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